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1. は じ め に

いろいろな偶然が重なって化粧品関連の仕事に携わる
ことになった。今から40年近く前のことである。
重なった偶然とは，長女の病気のため正規の仕事をあ
きらめて不定期の仕事をしていたこと，そこで知り合っ
た方がクリスチャン・ディオールの化粧品の輸入元で
あったパルファン・クリスチャン・ディオール・ジャポ
ン（以下 PCDJ）のフランス語通訳をしていたこと，当時，
PCDJでは本社研究所と日本支社との連絡係を探してい
たことなどである。
かくしてあまり真面目に勉強したとは言えないフラン
ス語を縁に紀尾井町のオフィスで週3日，10時から16
時を働くことになった。
当時の PCDJの取り扱い品目はクリスチャン・ディ

オールの香水，化粧品と，フランスの「低刺激性」化粧
品の草分けである「Roc」であった。私は化粧品の輸入
に必要な厚生省の許可申請をし，販売前の品質管理をす
る品質管理部のアシスタントとして配属された。
そこではじめて「薬事」，「くすりごと」という文言に
出会った。

2. たかがフランス，されどフランス

週15時間ほどの勤務ではたいした仕事もできなかっ
たが，フランスの研究所との間にコミュニケーションの
問題があることはほどなくわかった。言語の問題と言う
よりは，問題を共有し解決策を見出すことが不可能と考
えていた。一番の問題は，お互い相手の化粧品規制に関
する情報も興味も持ち合わせていなかったことにある。
欧州市場統合前のフランスの化粧品規制は，Code de 

la sante（健康法）1）と，別途公布された禁止物質，制限リ
ストで構成されていた。欧州統合により策定された化粧
品指令書76/768/EECは，前文，条項，付属書という構
成でそれらの内容のほとんどを取り入れ，加盟国政府に

法制化を求める指令書として1976年公布された。
フランス本社の担当者にしてみれば，これほど整備さ
れている法律に適合し欧米で問題なく上市している製品
がなぜ日本では一つ一つ許可をもらわなくてはならない
のだというわけである。
もう一つの問題は，日本の化粧品行政の慎重さという
か，不透明さである。化粧品の許可は品目ごとの申請に
最低3カ月かかった。3カ月を過ぎて問い合わせても許
可がいつ出るのか明確な情報はなかった。標準審査期間
がなかった時代である。口紅に例を取ると，許可は1色
ごとなのだが，販売を考えると，例えば，春の新色を
1色だけ発売することは考えられない。数色一度に発売
しようと考えても，1色だけ何かの問題が起こると発売
できないことになる。海の向こうから来る輸入品は許可
がおりないことには通関できないので，都庁を経て許可
書が手元にくるのをひたすら待つことになる。
規制が消費者を守るという理念は同じでもその方法は
社会背景によって大きく異なる。本社研究所との会議に
出るようになってからは，ひたすら日本の化粧品規制に
ついて話し，フランスではどうなっているのかを聞き出
した。例えば業者の許可制度や，化粧品が薬と同じ薬事
法の枠組みに入っていることが日本の消費者に安心を提
供していることなど説明した。
フランスの研究所の体制が変わったこともあって，日
本の厳しい規制があるから日本で化粧品が売れないと
言っていたフランスが，厳しい化粧品規制の日本で化粧
品を売るのはどうしたら良いかと相談するようになった
のは，本社にとっても日本支社にとっても大きな進歩
だった。後から考えるとそれは日本からの情報発信が影
響したというよりは，フランスがアジア市場の中で日本
に力を入れるようになったという，これまた偶然の要因
が後押ししてくれたと考えるべきなのかもしれない。
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